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．
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市
民
が
健
康
麿
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

ま
ち
の
構
築
に
全
力
奄
傾
注
し
ま
す
．
・

日
向
市
長

赤
木
欣
康
“

軽
四
霧
国
難
鱗
欝
欝
難

ど
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
大
い
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
　
・
．
　
「
、
蒔
ボ
、
．

　
本
年
も
、
皆
様
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
た
鷹
、
，
初
心
を
忘
れ
る
事
な
く
、
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　
き

話
と
協
調
を
基
本
姿
勢
と
し
た
「
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
あ
み
懸
ぢ
づ
く
り
」
に
専
心
努
力
し
、
都
市

基
盤
整
備
の
一
層
の
推
進
と
と
も
に
、
産
業
の
黄
、
無
妻
雰
拡
充
、
教
育
文
化
の
向
上
な
ど
諸
施

策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
方
一
人
灘
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち

白
銅
を
傾
．
在
し
て
参
り
ま
謳
饗
簾
方
の
更
な
る
ご
指
導
。
鞭
捷
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

・
の
一
年
が
皆
様
方
に
と
り
ミ
健
や
か
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
こ
漁
象
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
・
＼

い
轄
齪
批
幾
縫
礎
舗
瞬
冨
牒
鷲
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
で
す
が
す
が
し

　
早
い
も
の
で
私
も
市
政
を
担
当
し
て
2
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
民

各
位
に
は
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
市
政
各
般
に
わ
た
り
順
調
に
運
営

　
離
礁
響
織
羅
鞭
．

話
題
泥
団
門
下
罐
耀
莇
嬌
纏
縫
肪
観
扁
舗
講
無
謀
壕
懇

事
業
し
の
採
択
、
さ
ら
に
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．
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＼
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し則

◎新年のあいさつ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
す
が
す
が
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
市
議
会
は
、
改
選
後
、
早
く
も
3
度
目
の
新
年
を
迎
え
、
任
期
も
あ
と
1
年
余
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
中
は
、
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
後
顧
の
憂
い
な
く
公
務
に
精
励
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
は
、
急
速
な
少
子
⊥
局
齢
化
が
進
展
す
る
一
方
、
経
済
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
行
財
政
の
構
造
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
転
換
期
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
社
会
経
済
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
方
拠
点
都
市
構
想
に
基
づ
く

3
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
鉄
道
高
架
と
連
動
し
た
中
心
市
街
地
再
開
発
事
業
、
財
光
寺
南
土
地
区
画
整
理
事

業
、
細
島
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
事
業
）
が
着
々
と
前
進
を
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
ご
同
慶

に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
現
今
の
市
政
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
、
ま
す
ま
す
多
様
化
し
、
都
市
基
盤
の
整
備
、

生
活
環
境
の
改
善
、
福
祉
の
増
進
な
ど
、
数
々
の
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
政
は
、
そ

こ
に
住
む
市
民
「
人
ひ
と
り
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
議
員
は
、
市
民
の
負
託
を
受
け

た
選
良
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
議
会
の
権
能
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
て
鋭
意
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
⊃
日
の
計
は
朝
に
あ
り
、
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
申
し
ま
す
。
「
新
年
」
は
、
過
去
の
諸
々

の
事
柄
に
区
切
り
を
つ
け
、
心
機
一
転
再
出
発
す
る
機
会
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
節
目
で
あ
り
ま
す
。

来
る
べ
き
2
1
世
紀
が
真
の
地
方
の
時
代
と
な
り
ま
す
よ
う
、
新
年
を
契
機
に
議
員
一
同
決
意
も
新
た
に
、

6
万
市
民
の
皆
様
が
日
向
市
を
誇
り
と
し
、
日
向
市
に
住
む
喜
び
を
か
み
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
の
た
め
に
、
市
当
局
と
と
も
ど
も
に
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の

　
こ
こ
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
も
私
た
ち
を

し
っ
た

叱
咤
激
励
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
。

。
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．
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会
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住
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向
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国
の
平
成
1
0
年
度
予
算
原
案
に
お
い
て
1
2
月
2
1
日
、
日
豊
本
線
日
向

地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
の
新
規
事
業
採
択
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

同
日
午
後
4
時
か
ら
市
役
所
玄
関
前
に
お
い
て
、
日
向
市
駅
鉄
道
高

架
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
や
商
店
街
・
市
議
会
議
員
・
行
政
関
係
者

ら
約
2
0
0
人
が
参
加
し
、
祝
賀
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
整
備
の
先
導
的
役
割
を
担
う
鉄
道
の
高
架
化
事
業
が
事

業
採
択
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
「
日
向
圏
域
の
顔
」
と
な
る
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
く
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

■慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
し

市
街
地
の
再
構
築
を
図
る

　
日
向
市
の
中
心
市
街
地
は
、
宮
崎
県

北
地
方
拠
点
都
市
地
域
に
お
け
る
H
向

市
生
活
・
文
化
交
流
拠
点
地
区
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
連
続
立
体
交
差
事
業
、
土

地
区
画
整
理
事
業
、
特
定
商
業
集
積
整

備
法
に
基
づ
く
商
業
振
興
事
業
等
の
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
手
法
で
整
備
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
日
向

圏
域
の
顔
を
つ
く
る
」
。
B
向
・
入
郷

圏
域
の
巾
心
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
的
な

商
店
街
と
し
て
、
商
業
機
能
の
充
実
や

文
化
機
能
及
び
快
適
環
境
機
能
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
口
置
市
特
定
商
業
集
積
整

備
基
本
構
想
は
、
昨
年
9
月
に
知
事
承

認
を
受
け
、
1
2
月
に
は
、
日
向
市
駅
周

辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
基
本
計
画
が

建
設
省
の
承
認
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
鉄
道
の
高
架
化
は
、
J
R
日
豊
本
線

の
北
町
⊥
尚
砂
町
間
の
約
1
・
8
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
高
架
化
し
、
踏
切
を
な
く

す
も
の
で
、
慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
す

る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
一
体
的
な
発

展
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
鉄
道
の
高
架
F
の
有
効
な
土

地
利
用
を
図
り
ま
す
．
．

　
今
回
の
新
規
事
業
採
択
を
受
け
て
今

後
も
引
き
続
き
国
や
県
、
J
R
九
州
と

協
議
を
行
い
な
が
ら
平
成
1
0
年
度
の
都

市
計
画
決
定
、
平
成
1
2
年
度
の
事
業
着

手
を
目
指
し
ま
す
．
、

■　
全
国
で
4
カ
所
が
採
択

地
方
小
都
市
は
日
向
市
だ
け

　
昭
和
4
5
年
、
口
向
市
議
会
に
「
鉄
道

高
架
化
促
進
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
．
、
以
来
、
今
日
ま
で
歴
代
の

市
長
及
び
議
長
、
市
議
会
を
中
心
に
、

4

国
や
県
、
J
R
九
州
に
対
し
陳
情
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
5
年
4
月
に
は
、
日
向

市
駅
鉄
道
高
架
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
早
期
実
現
に

向
け
て
建
設
促
進
総
決
起
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
平
成
8
年
度
と
9
年
度
に
は
、
県
の

連
続
立
体
交
差
事
業
補
助
調
査
が
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
今
回
の
新
規

事
業
採
択
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
新
規
事
業
採
択
は
、
全
国
で

東
京
都
調
布
市
（
．
平
成
7
年
国
調
理
ロ

ー9

怩
W
5
7
4
人
）
、
静
岡
県
浜
松
市

〔
同
5
6
万
1
6
0
6
人
｝
、
岡
山
県
倉
敷

市
（
同
4
2
万
2
8
3
6
人
）
と
日
向
市

（
同
5
／
5
8
8
0
2
人
）
の
4
市
で
す
．

　
こ
の
よ
う
に
人
口
規
模
の
小
さ
な
都

市
が
新
規
事
業
採
択
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
県
や
関
係
機
関
、
市
民

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
や
日
向
市
の
ま
ち
づ

く
り
手
法
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
｝
．

早
期
実
現
の
た
め
に

官
民
一
体
で
運
動
を

　
目
豊
本
線
日
向
地
区
連
続
立
体
交
差

事
業
の
新
規
事
業
採
択
祝
賀
セ
レ
モ

ニ
ー
は
、
1
2
月
2
1
日
竿
後
3
時
3
0
分
の

県
知
事
の
発
表
を
受
け
て
、
午
後
4
時

中心市街地整備計画略図
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市
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砿都）北町通線
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冨
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庄
手
通
線
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国
道
1
0
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線

日向市生活・文化交流拠点地区　A＝97．Oha

（都）中央通線

亀崎地区（第1工区）

土地区画整理事業
区域面積：71．8ha

施行期間：S53～H8
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1牒器1

「川r川，”

　
　
　
　
　
　
至
宮
崎
市

≡
…
＝
≡
一
；
≡
一
…
…
＝
＝
三
一
一
≡
一
＝
≡
一
三

ミ
ミ
ミ
三
三
三
一
一
「
三
三
≡
F
＝

（
都
）
冨
高
財
光
寺
通
線

川
＼

見塩

日
向
地
区
連
続
立
体
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（2）日向南町地区

　　土地区画整理事業
　・区域面積＝6．Oha

　・施行期間：H8～H15

か
ら
市
役
所
玄
関
前
で
開
か
れ
ま
し
た
．
、

　
花
火
を
合
図
に
始
ま
っ
た
祝
賀
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、
赤
木
市
長
が
「
中
心
市

街
地
整
備
の
先
導
的
役
割
を
担
う
B
向

地
区
鉄
道
高
架
事
業
が
、
新
規
事
業
採

択
を
受
け
ま
し
た
．
今
後
、
連
動
す
る

3
つ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、

こ
の
事
業
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、
市

民
の
皆
様
と
　
丸
と
な
っ
て
更
な
る
運

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
？
．

　
続
い
て
、
こ
の
事
業
に
債
極
的
に
．
取

り
組
ま
れ
て
い
た
故
．
．
．
肘
画
，
．
．
割
レ
に
．
長
に

対
し
、
へ
し
員
で
1
分
間
の
野
祷
を
捧
げ

ま
し
た
．

　
こ
の
ほ
か
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
新
規

事
業
採
択
を
祝
う
「
く
す
K
割
ー
ー
」
や

日
向
十
五
夜
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
、

最
後
に
米
良
安
昭
市
議
会
議
長
を
中
心

に
参
加
者
全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を

．
．
一
唱
し
、
早
期
実
現
に
向
け
た
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
．

　
　
繭
ら
　
　
了

高架化される日豊本線北町一高砂町間

5



6

12

視
c
会
報
告

農
業
集
落
排
水
事
業
の
公
平
な
負
担
屠
遷
り
ま
す

平
成
9
年
第
7
回
日
向
市
議
会
（
定
例
会
）
が
、
1
2
月
1
日
か
ら
1
8
日
ま
で
の
1
8
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
条
例
8
件
、
事
件
決
議
2
件
（
公
有
水
面
埋
立
免
許
に
係
る
意
見
に
つ

い
て
、
財
産
の
取
得
の
一
部
変
更
）
、
補
正
予
算
9
件
及
び
平
成
8
年
度
会
計
決
算

認
定
1
2
件
を
提
出
し
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ふ
頭
用
地
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
る
白
浜
港

　
　
日
向
市
農
業
集
落
排
水
事
業

り　
受
益
者
負
担
金
徴
収
条
例

　
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
農
村
部
の

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
に
必
要
不

呵
欠
な
施
設
で
す
が
、
多
額
の
事
業
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
．
．

　
こ
の
条
例
は
、
そ
の
事
業
費
の
一
部

を
受
益
者
に
対
し
て
相
当
の
負
担
を
求

め
る
と
と
も
に
、
負
担
の
公
平
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
．
、

　
負
担
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
口
向
市

農
業
集
落
排
水
事
業
受
益
者
負
担
金
等

審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
決
定
し
て
い

ま
す
。

り
細孔
見有
に水
つ買
い埋
て・ヒ

　免
　許
　に
　係
　　る

　
こ
れ
は
、
細
島
港
港
湾
管
理
者
で
あ

る
宮
崎
県
知
事
か
ら
白
浜
港
の
公
有
水

面
を
ふ
頭
用
地
と
し
て
埋
め
立
て
る
こ

と
に
対
し
て
、
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
す
が
、
別
段
異
議
な
い
も
の
と
し

て
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
埋
め
立
て
ば
、
既
存
岸
壁
か

ら
公
有
水
面
域
へ
約
5
0
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
に
、
水
深
7
・
5
メ
ー
ト
ル
の
耐

震
岸
壁
1
3
0
メ
ー
ト
ル
と
護
岸
3
0

メ
ー
ト
ル
を
築
造
し
、
そ
の
間
を
埋
め

¢
て
る
も
の
で
す
。

　
．
卜
父
9
r
隻

り
痴
会
謂
口
止
r
算

　
今
回
の
補
正
は
、
補
助
事
業
の
確
定

等
に
伴
う
も
の
及
び
現
在
推
進
し
て
い

る
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
二
；

ズ
に
的
確
に
答
え
る
た
め
に
、
緊
急
か

つ
や
む
を
得
な
い
も
の
に
限
り
行
っ
た

も
の
で
す
。

　
補
正
の
総
額
は
、
1
0
億
4
3
2
5
万

3
0
0
0
円
で
、
補
正
後
の
予
算
額
は

2
1
1
億
2
0
7
2
万
4
0
0
0
冊
で

す
。
そ
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

◆
痴
呆
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事

業
　
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
痴
呆
性
老

人
の
共
同
生
活
を
、
2
4
時
間
体
制
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
支
援

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
・

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
対

し
て
交
付
す
る
補
助
金
に
、
1
7
基
分
の

追
加
を
行
い
ま
し
た
。

◆
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
揚
湯
受
湯
設

備
工
事
　
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
地
内
に
お

い
て
行
っ
て
い
ま
し
た
温
泉
掘
削
に
よ

り
、
有
望
な
泉
源
が
ゆ
う
出
し
ま
し
た

の
で
、
揚
湯
設
備
及
び
受
湯
設
備
の
工

事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

◆
災
害
復
旧
費
．
台
風
1
9
号
に
よ
り
被

災
し
た
農
地
1
0
カ
所
、
農
業
施
設
1
8
カ

所
、
道
路
8
ヵ
所
、
河
川
1
0
ヵ
所
な
ど

の
復
旧
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

の

告
は
お

め
に

市
県
民
税
の
申
告
は
2
月
1
6
日
～
3
月
1
6
日

平
成
1
0
年
度
の
「
市
県
民
税
」
「
所
得
税
」
の
申
告
時
期
が
近
づ
き

ま
し
た
。
市
県
民
税
は
、
2
月
1
6
日
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
、
申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手

当
、
保
険
給
付
、
保
育
所
入
所
、
公
営
住
宅
の
入
居
、
奨
学
金
貸
付
、

母
子
栄
養
強
化
事
業
な
ど
の
住
民
と
し
て
の
特
典
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
に
支
障
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

　
平
成
1
0
年
1
月
1
口
現
在
、

住
民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

平成10年度市県民税

申告相談所開設日程表

ず
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で

前
年
中
（
1
月
～
1
2
月
）
に
事
業

所
得
（
営
業
・
農
業
・
こ
の
ほ

か
の
事
業
）
や
給
与
所
得
（
賃

金
な
ど
）
、
公
的
年
金
な
ど
の

所
得
、
資
産
所
得
（
利
子
・
配

当
・
不
動
産
な
ど
の
所
得
）
な

ど
が
あ
っ
た
人
で
す
。

　
た
だ
し
、
勤
務
先
な
ど
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出

さ
れ
た
人
や
平
成
9
年
分
の
確

定
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
す

る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
次
に
該
当
す

る
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

◆
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が

あ
っ
た
人

◆
給
与
所
得
の
人
で
も
、
医
療

費
控
除
や
雑
損
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

移
動
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
移
動
申
告
相
談
を

別
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
該

当
す
る
日
時
に
相
談
を
受
け
、

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
会
場
と
一
部
変
更
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
く
確

か
め
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
で

の
申
告
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

月日 曜 時　間 地　　　　区 場　所

2・．16 月 9：30～15：30

宮の上・高々谷・八幡・挙手

�E地蔵・吉野川・清正・八

竅E伊勢・幡浦

　　　　’
ﾗ島公民館

1
7 火 9：30－15；30

北町・都町・上町・本町・中

ｬ・南町・中原・高見橋通
閨E広見

1
8 水 9：30～15：30

本谷・西川内・日向台・花ケ

u・迎洋園・春原・春原町
中央公民館

1
9 木 9＝30～15：30

東草場・西草場・庄手・大王

J・大王町

2
0

金 9：30～15：30
梶木・梶木町・向江町・亀崎

S区

2
3 月 9：30～15：30

中村・新旧市・千束口・塩見

P丘・奥野・永田権現原
農村婦人の家

2
4

火 9：30－15：30
原町・鶴町・新生町・高砂
ｬ・山手町

25 水 9：30～15＝30
浜町・伊勢ケ浜・中堀町・平

�ｬ・堀一方・平野・深溝
日知屋公民館

26 木 9＝30～15：30
曽根町・塩田・塩田団地・古

c・永江町・永江

2
7

金 9：30～15：30
江良町・公園通り・櫛の山団

n・長江団地

32 月 9：30－15：30
遠見・幸脇・飯谷・石並・新

ｬ・立縫・別府・余瀬 美々津公民館

9：30～15130 宮の下・高松・二二・駅通り
3 火

13：30－15；30 田の原 田の原公民館

4 水 9＝30～15：30

美砂・曙・本宮・秋留・向洋

艨i秋留及び向洋台地区は、6

冝A9日、10日の財光寺南地区ま

ｿづくり事務所でも可） 南日向公民館

5 木
9：30～15：30

笹野東・笹野中・笹野西・金

P浜

9：30～15：30 立毛・籾木 籾木公民館

6 金 9：30～15：30 往還・往還町・山下・山下町

9 月 9：30～15：30
切島山1・切島山2・川路団

n・沖町

財光寺南地区

ﾜちづくり

末ｱ所
1
0

火 9：30～15＝30 松原・比良・比良町
1
1 水 9：30～15＝30

1
2 木 9；30－15：30

中央公民館1
3 金 9＝30－15；30

上記期日までに申告できな
ｩった人

1
6 月 9：30～15：30

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
2

月
1
6
日
か
ら
3
月
1
6
日
ま
で
で

す
。　

日
向
市
で
は
、
2
月
2
3
日
か

ら
2
7
日
ま
で
の
5
目
間
（
午
前

9
時
一
午
後
4
時
）
、
市
中
央

公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、
還
付
を
受
け
る
た

め
の
申
告
は
、
2
月
1
6
日
以
前

で
も
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
を
正
し
く
早
め
に
提
出
し
ま

す
と
、
税
金
の
還
付
も
早
め
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
書
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市

　
　
　
　
ぞ
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
め

　
　
　
　
と
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
へ
　
　
　
　
く

　
　
　
　
場
，
　
館
　
向

　
　
　
　
会
館
民
引
出

　
　
　
　
の
民
公
民
に

　
　
　
　
次
公
屋
公
場
。

　
　
　
　
　
、
央
知
央
会
ん

　
　
　
　
は
中
日
中
談
せ

　
　
　
　
人
　
　
　
／
相
ま

　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
　
　
し
日
日
日
力
き

　
　
　
　
な
2
0
2
7
1
6
員
で

　
　
　
　
き
月
月
月
職
は

　
　
　
　
で
2
2
3
　
、
談

　
　
　
　
告
～
～
［
は
相

　
　
　
　
申
日
日
日
中
告

　
　
　
　
に
1
7
2
4
1
1
間
申

　
　
　
　
日
月
月
同
期
の

　
　
　
　
定
2
2
3
告
で

　
　
　
　
指
　
　
　
　
申
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役

7
1
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財
光
寺
直
垂
駆
が
モ
デ
ル
事
業
に

市
の
3
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
平
成
5
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
財
光
寺
南
土
地
区
画
整
理
事
業
が
1
2
月
2
6
H
、
建
設
省
の
ふ
る
さ

と
の
顔
づ
く
り
モ
デ
ル
土
地
区
画
整
理
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
対
象

地
域
内
の
一
定
の
地
区
を
「
地
区
の
顔
」
と
し
て
重
点
的
に
整
備
す

る
た
め
、
公
共
施
設
に
も
国
の
補
助
対
象
枠
が
広
が
り
ま
す
。

　
　
∵
鱗

　
糞

土地区画整理事業の行われている財光寺南地区

　
建
設
省
の
ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
モ

デ
ル
L
地
区
画
整
理
事
業
は
、
地
域
の

発
意
と
総
意
に
基
づ
き
、
個
性
的
で
魅

力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
を
図
る
た
め
、

L
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
合
わ
せ

て
一
定
の
区
域
を
「
地
区
の
顔
」
と
し

て
重
点
的
に
質
の
高
い
整
備
を
行
お
う

と
昭
和
6
2
年
に
制
度
化
さ
れ
た
事
業
で

す
。
地
区
の
顔
と
な
る
区
域
で
は
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
歩
道
の
カ
ラ
ー
・

レ
ン
ガ
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
、
街
灯
、
街
路

樹
、
電
線
の
地
中
化
な
ど
の
公
共
施
設

整
備
費
に
国
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
．
．

　
財
光
寺
南
L
地
区
画
整
理
事
業
は
、

宮
崎
県
北
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
中
で

「
財
光
寺
居
住
拠
点
地
区
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
．
J
R
H
豊
本

線
の
西
側
9
3
・
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
商
業

基
盤
施
設
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

等
の
地
域
拠
点
施
設
整
備
に
併
せ
て
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
個
性
的
で
魅

力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
を
図
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
、

　
ま
た
、
当
地
区
は
、
全
国
唯
一
の
は

ま
ぐ
り
碁
石
の
産
地
と
し
て
、
古
く
か

ら
そ
の
製
造
技
術
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
伝
統
的
文

化
資
源
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
全
体

テ
ー
マ
を
「
碁
石
で
奏
で
る
憩
（
こ
）

い
の
ま
ち
」
と
し
て
い
ま
す
．
平
成
9
9
㎜

年
度
の
完
成
を
H
指
し
、
当
初
の
総
事

業
費
は
約
1
9
4
億
円
。

　
市
は
昨
年
、
学
識
経
験
者
や
関
係
機

関
な
ど
で
構
成
す
る
財
光
芋
南
地
区
ふ

る
さ
と
の
顔
づ
く
り
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
、
こ
の
委
員
会
で
は
、
今
年
度

末
ま
で
に
財
光
臨
南
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
の
提
．
一
．
．
］
を
ま

と
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

　
ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
事
業
は
、
こ

の
提
．
．
．
．
］
を
平
成
8
年
度
に
策
定
し
た
基

本
構
想
に
反
映
さ
せ
、
平
成
1
0
年
度
に

地
元
住
民
と
の
協
議
、
平
成
一
1
年
度
に

事
業
計
画
を
策
定
し
、
本
格
的
事
業
に

着
手
し
ま
す
、

　
今
回
の
指
定
は
、
独
自
性
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
期
待
が
も
た
れ
ま
す

日
向
市
う
る
お
い
福
祉
基
金

認定証を受けるボランティア団体の代表

　
市
は
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

民
間
の
福
祉
事
業
を
支
援
す
る
た
め
に

「
う
る
お
い
福
祉
基
金
」
と
し
て
助
成

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
次

の
4
団
体
が
認
定
さ
れ
、
認
定
証
と
助

成
金
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

◆
　
　
　
－
．
一
．
、
、
ポ
ド
〆
「
三
’
㍉
．
安
菖
、
∴
－
辛
、
．
∵
・

』
．
　
寝
た
き
り
等
へ
の
友
愛
奉
仕
活
動

◆
　
　
－
、
、
蓼
．
T
自
士
此
ド
∴
界
∠
∴

会
の
結
成
3
5
周
年
記
念
事
業

◆
．
．
．
、
・
、
コ
・
．
瞭
＝
・
　
．
図
書
館
内

の
聴
覚
障
害
者
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
設
置
と
ビ
デ
オ
の
寄
贈

◆
」
　
．
・
・
一
＝
」
．
雀
．
、
毛
、
「
「
．
．
善
　
鷺
．
、
．
．
：
と
エ
、
・

望
　
手
話
通
訳
者
の
育
成
・
手
話
通
訳

の
制
度
化
に
向
け
た
研
修
会
等
の
開
催

保留地位置白

市
の

　
　
　
　
　
7

餅
匝

〉

売
却
し
ま
す

」
　
　
1
‘

iT．唱｛’

郵
便
番
号
”

変
わ
り
ま
す

、

　2月2日以降の郵便には、

新郵便番号をご使用ください。

　また、日向市役所の郵便番

号は、「883－8555」

となります。市内の新郵便番

号は、下記のとおりです。

　
市
は
、
亀
崎
北
土
地
区
画
整

理
事
業
地
内
の
保
留
地
を
売
却

し
ま
す
。
売
却
す
る
の
は
、
卜

記
位
置
図
及
び
下
表
の
8
カ
所

で
す
．
購
人
希
望
の
方
は
、
市

区
画
整
理
課
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
．
．
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
し
ま
す
．
．

　
申
し
込
み
の
際
は
、
住
民
票
、

納
税
証
明
書
、
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
，
電
話
及
び
郵
送

で
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
。

◇
受
付
期
間
　
1
月
2
8
日
（
水
）

～
2
月
6
日
〔
金
）

※
た
だ
し
、
上
、
U
曜
を
除
く
、

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
．
．

　
詳
し
く
は
、
市
区
画
整
理
課

（
費
内
線
2
7
2
1
）
へ
．
、

　　　　　　　　　　　　　　　第一種低層住居

騰蒜舗・纏12，3・・，6・・円約12・6・約22・9・…葺一丁蝿騒

　保留地売却一覧表
「　　　川　3　　　＝．＝　曝　　＝3

11，606，100円　旨約119m　I約22．9m

12，891，600円 　　　　　　　　．第一種低層住居約16．2m　I約18．1m．

　　　　　　　　専　用　地　域
17，661，400円 i約22・2・ c約19…．．奪一群冤騒

21，062．300円：約27．6m．約17．8m準工業地域

m　第一種住居地域

m 第一種低層住居
専　用　地　域

。沼2ゑ巴）　　10，008．000円
約11．5m

1約20．7　　　　1約11．5m

約20．7

約12．9m 約18．010，017，700円

　　　　（82．8雪平）
　1
　　　　273．73㎡

2
十

我
ヨー．

（83．8士平）

277．15m置

（87．7士平）

290．11m’

（88．6士平）

292．99m卍

（122．2±平）

404．15m星

（148．8茸平）

492．11m星

　7　1

－18～認謂

（72．6土平）

240．00㎡

交通事故「0」祈願　
1
月
6
日
、
交
通
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
、
日
向
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

の
会
□
貝
ら
約
6
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
、
県
内
の
交
通
死
亡
事
故
者
は

1
2
1
人
で
、
週
去
2
0
年
間
で
最
悪
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
市
内

の
死
者
は
3
人
で
、
前
年
よ
り
も
7
人

減
っ
て
い
ま
す
。

　
祈
願
祭
で
は
、
協
議
会
副
会
長
の
米

良
安
昭
日
向
市
議
会
議
長
ら
が
「
交
通

事
故
0
に
向
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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日向市消防団女性消防部部長津田悦子さん（44歳：切島山1）

何
事
に
も
前
向
き
に

ま
ず
は
私
た
ち
女
性

かチ
ャ
レ
ン
ジ
し

ら
火
災
の
予

防た
をい

ひ
む
か
疫

0
「
0
0
D
m
一
⊂
コ

■広報紙に掲載された写真を差しあげます。

希望する方は市総務課（君内線2234）まで

　ドー奮一レ≦ξr

　∩1ん爪τ一丁∩P7r’q
1）曜’ムー－装5あ話話

＜大震災から活動内容を学ぶ

r8．． 一
B．

きれいな観光ポスターに歓声レ

　全国の市町村が製作した観光ポスター展が、12月18

日から28日まで美々津公民館で開かれました。

．公民館の2階に設けられた会場には、全国各地から

寄せられた約130点のポスターが天井からつるされ

るなど、所狭しと展示されていました。

　開会初日、公民館を訪れた美々津小学校2年生は、

色とりどりのポスターに歓声をあげていました。

　日向市婦人防火クラブと自治公民館婦人部連合会の

会員ら25人が、12月4日から6日まで神戸市を訪れ、

震災時における婦人防火クラブの活動内容を研修して

きました。一行は、カーフェリーで神戸に向かい、神

戸市消防局へ。神戸市婦人消防隊との交流をはじめ、

「震災時には、どのような活動が必要になるか、また、

どう活動すればよいか」などを研修してきました。

　
消
防
団
に
入
団
し
て
の
感
想
を
津
田

さ
ん
は
、
「
入
団
し
た
当
初
、
顔
見
知

り
の
人
す
ら
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

すいにる初　加　活宅の業　言応きて始を報う自　んりて
。しつ津めしもま動の25も日い募にもめ目紙か分］でま’

消
防
団
女
性
消
防
部
は
、
職

ざ
ま
な
1
9
歳
か
ら
4
7
歳
ま
で

組
織
さ
れ
、
主
に
独
居
老
人

訪
問
や
火
災
予
防
等
の
広
報

務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

操
法
大
会
や
出
初
め
式
の
参

な
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

、
女
性
消
防
部
員
全
員
が
、

経
験
で
あ
り
、
部
長
を
務
め

ん
自
身
も
、
地
域
の
消
防
団

夜
警
で
声
を
聞
く
こ
と
ぐ
ら

く
知
ら
な
か
っ
た
と
言
い
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
かい田てか大たが防人さ向ましチ不はにでとに女すと10の
全てさのし切’任火でま市すたヤ安’し女思同性。め月女

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
を
合
言
葉
に
、
日
夜
地
域
の
防

災
活
動
に
取
り
組
む
日
向
市
消
防
団
に

昨
年
4
月
、
女
性
消
防
部
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
こ
の
女
性
消
防
部
の
初
代
部
長
と
し

て
、
1
0
月
1
日
か
ら
女
性
消
防
部
を
取

り
ま
と
め
て
い
る
の
が
、
津
田
悦
子
さ

ん
で
す
。

　
］
女
性
消
防
団
に
人
噛
し
た
の
は
、

自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
、
市
の
広

報
紙
で
女
性
消
防
団
員
の
募
集
の
記
事

を
目
に
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

始
め
は
、
自
分
に
務
ま
る
か
ど
う
か
と

て
も
不
安
で
し
た
が
、
何
事
に
も
前
向

き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
い

応
募
し
た
ん
で
す
よ
し
と
津
田
さ
ん
は

一
2
】
　
　
、
　
　
．
．
　
「
　
一
　
　
〇

で
は
多
く
の
人
を
知
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
、
消
防
団
に
入
団
し
て
本
当
に
よ

か
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
部
長
と

し
て
は
、
規
律
訓
練
な
ど
で
の
号
令
な

ど
が
難
し
く
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
が
、
や
り
遂
げ
た
後
の
充
実
感

は
本
当
に
気
持
ち
い
い
で
す
ね
し
と
、

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
女
性
消
防
部
は
、
ま
だ
発
足
し
た
ば

か
り
。
今
後
、
さ
ら
に
研
修
を
積
み
技

術
を
学
ん
で
、
初
期
の
口
標
を
達
成
す

る
た
め
に
部
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
こ
う
一
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
火
災
の
多
い
時
期
を
前
に
津
田
さ
ん

は
「
家
庭
で
火
を
扱
う
の
は
女
性
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
女
性
た
ち
で
組

織
す
る
消
防
部
に
は
、
そ
れ
な
り
の
意

義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
女
性
消

防
部
の
輪
を
広
げ
て
、
ま
ず
私
た
ち
か

ら
火
災
に
対
す
る
防
火
意
識
を
高
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

〃1

出初め式で堂々と行進する女性消防部

716人が大人の仲間入りレ

　日向市「成人の日」式典が1月15日、市文化交流セ

ンターで開かれました。今年、市内で新成人となった

のは、男371人、女345人の計716人です。

式典では、河野孝行さん（鶴町）と渡辺愛さん（公

園通り）が新成人者を代表して「社会から信頼される

よう、自ら考え、正しく行動できる人間になります」

と宣誓を行いました。

＜初泳ぎで健康と家内安全を祈願

　毎年恒例となっている新春初泳ぎ大会が1月1日早

朝、金ケ浜で開かれました。市内外から集まった4歳

から65歳までの老若男女27人が、日の出前に集合。準

備体操をした後、一斉に海に入りました。あいにくの

曇り空で日の出は拝めませんでしたが、日の出の時間

になると全員で万歳三唱をし、1年の健康と家内安全

を祈願しました。

〃
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こんにちは

　図書館です
9の

巳口

）

　新年明けましておめでとうございます。

図書館は、今年の1月10日で満1歳を迎え

ました。開館以来、皆様のご意見などをい

ただきながら、より良い図書館をH指して

いますが、おかげさまで多くの方に利用し

ていただいています。

　ところで、日向市立図書館で人気のある

のはどんな本でしょうか。昨年4月から12

月までの一般図書の貸出ベストテンを出し

てみました。

　来月号からこのコーナーで、毎月め「日

向市立図書館の貸出ベストテン」をお知ら

せしていきます。東京、宮崎に比べて口向

市の状況はいかがでしょうか。

　図書館では、貸出r約も受け付けていま

す。人気の集中する本は、どうしてもお待

たせする期間が長くなってしまうこともあ

りますが、できるだけのサービスに努めた

いと思っています。どうぞご利用ください、

貸出ベストテン
　　　　　　　〈平成9年4月～12月〉

①ふたり　（唐沢寿明：幻冬舎，

②哀しい予感（吉本ばなな：角川書店）

③東京デザート物語（林真理子：集英社）

④星の輝き《上・下》（シドニイ・シェル

　ダン：アカデミー出版）

◎キッチン（吉本ばなな：福武書店）

．⑥NTTふれあいトーク大賞100選・第

　10（NTT宣伝部：エヌティティ出版）

⑦白河夜船（吉本ばなな：福武書店）

⑧華の下にて（内田康夫：幻園舎）

⑨当たる13星座占い（マーク矢崎：実業

　之日本社）

⑩失楽園《上・下》（渡辺淳一：講談社）

幸崎　辰夫・幸代さん家の

わんぱくくん（花ケ丘）

・
〆

しん　こ「

新雪くん
　　　〔1歳1（1カ

7
．

　本谷のおじいちゃん家に

牛を見に行くのが大好きな

新悟くん。スケールの大き

なたくましい子に育ってね，

笑顔・えがお・EGAO大集合

郵一文・裕美さ

んばちやん（t

木
お

黒

み　　か

美花ちゃん

　　　ll歳｛：

　元気いっぱいの美花ちゃ

んは、歩き始めて5力且

　明るく素直な女の子に
なってね，

子
育

だ

よ

てり

■
子
育
て
相
談
（
日
向
市
保
育
協
議
会
）

◇
と
き
1
1
2
月
1
4
日
（
上
）
・
2
8
口
（
土
〉

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
3
0
分

◇
と
こ
ろ
1
ー
ア
ス
テ
ィ
日
向
寿
屋
3
階

■
情
緒
面
の
年
齢
別
発
達
特
徴

◎
2
歳
児
以
降

・
こ
の
時
期
に
は
、
大
人
の
手
を
借
り

ず
に
な
ん
で
も
自
分
で
し
ょ
う
と
す
る

姿
勢
が
見
え
て
く
る
。
し
か
し
、
自
分

の
欲
求
が
妨
げ
ら
れ
る
と
、
う
ま
く
対

処
す
る
力
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
、
か

ん
し
ゃ
く
を
起
こ
し
た
り
、
反
抗
し
た

り
し
て
自
己
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
．
、

・
簡
単
な
「
…
ご
っ
こ
」
遊
び
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
大
人
の
対
応

歪
か
ん
し
や
く
は
、
自
我
が
順
調
に
育
っ

て
い
る
証
拠
。
気
持
ち
を
理
解
し
受
け

入
れ
な
が
ら
根
気
よ
く
知
ら
せ
て
い
く
。

2
人
分
で
し
ょ
う
と
す
る
気
持
ち
を
損

な
わ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
食
事
や
排
泄
な

ど
の
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
ぜ
る
。

鯉
糞
議
鮮
燕
∴
・
．
鑑
、
〉
婁
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　　

@　

ｳ
、
鯨
疲

　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
、●みんなの広場

「

・
罐
碧
愁
．
蛭
．
．
．
駅
闘

　
　
鹸

、
．
纏
聾

し
開
田
犠
彰

み
　
な
さ
き
が
は
な

御
名
崎
ケ
鼻
遊
歩
道
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

金
ケ
浜
遊
歩
道
ま
で
の
探
訪
記

　
日
向
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ふ
る

さ
と
の
自
然
や
名
勝
地
を
あ
げ
る
と
す

れ
ば
、
ま
ず
柱
状
節
理
で
奇
岩
景
勝
の

馬
ケ
背
遊
歩
道
一
帯
の
日
向
岬
か
、
白

砂
青
松
の
広
く
開
放
的
な
砂
浜
で
日
本

の
渚
百
選
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
お
倉

ケ
浜
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
日
曲
豆
海
岸
国

定
公
園
の
指
定
地
域
で
す
。

　
私
の
好
き
な
所
は
、
ほ
か
に
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
み
か
け

ま
す
。
そ
れ
は
、
尾
鈴
山
山
系
の
神
陰

や
ま山

（
標
高
ユ
2
7
2
・
ー
メ
ー
ト
ル
）

か
ら
美
々
津
の
石
並
地
区
に
注
ぐ
、
全

長
約
2
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
石
並
川
で
す
。

国道沿いの御名崎ヶ鼻遊歩道の看板

　
川
の
上
流
、
田
の
原
、
丸
山
地
区
に

　
　
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
流
紋
岩
、
石

　
英
斑
岩
、
安
山
岩
等
の
地
層
を
深

　
　
く
侵
食
し
て
形
成
さ
れ
た
素
晴
ら

　
　
し
い
清
流
峡
谷
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
絶
景
は
、
渓
流
を
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
の
で
き
る
一
部
の
入
し

か
探
勝
で
き
な
い
の
で
、
残
念
で
す
が

こ
こ
で
の
紹
介
は
割
愛
し
ま
す
．
．

　
さ
て
、
今
回
は
、
市
民
の
だ
れ
も
が

親
し
み
や
す
い
平
岩
の
宮
の
上
地
区
・

平
岩
港
か
ら
美
々
津
の
サ
ン
パ
ー
ク
に

至
る
ま
で
の
区
間
約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
お
よ
そ
3
時
間
行
程
）
の
海
浜
遊
歩

道
の
紹
介
で
す
。
私
自
身
、
か
つ
て
昭

和
3
5
年
ご
ろ
か
ら
5
0
年
ご
ろ
ま
で
は
、

夏
場
、
こ
こ
ら
の
磯
の
海
に
潜
り
、
魚

突
き
な
ど
を
し
て
親
し
ん
だ
こ
ろ
の
思

い
も
込
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
こ
の
遊
歩
道
は
、
昭
和
4
8

年
か
ら
5
9
年
ま
で
約
1
1
年
を
か
け
て
造

成
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
全
行
程
の
約

70

唐
ﾍ
、
幅
ー
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
・
5

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

の
道
で
、
残
り
3
0
％
が
、
金
ケ
浜
な
ど

の
自
然
の
砂
浜
や
岩
場
と
岩
場
の
間
の

少
し
太
め
の
砂
利
の
中
な
ど
を
通
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
、
わ
り
と
歩
き
や
す

い
ル
ー
ト
だ
と
思
い
ま
す
．
．

●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
を
守
る
会
の
小
倉
久
信
さ
ん
（
原
町
）

に
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

児
玉
奈
落
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
2
0
歳
　
古
野
川
）

黒
木

い
き
い
き

　自分が成人式を迎えたなんて、今でも信じ

られません。式では、成人者を代表して、成

人証書を受け取りました。大変緊張しました

が、何とかうまくいったと思います。

　今、幼稚園の先生になるために、福岡の短

大で幼児教育を学んでいます。4月からは、

できれば日向市で働きたいと思っています。

青
春
ト
ー
ク

隆
一
さ
ん

　
　
　
（
2
0
歳
一
奥
野
）

　成人になったという実感は、まだわきませ

んが、これからは親に迷惑をかけないように

していきたいと思っています。今、大阪の料

理の専門学校に通っています。専攻は、中華

料理。4月からは、その学校の教師になるこ

とになっていますが、いずれ本場の中華料理

を勉強し、自分の店を持ちたいと思います，

β
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市
の
工
事
等
の
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
方
へ

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

業
務
委
託
、
物
品
購
入
な
ど
の

指
名
競
争
入
札
ま
た
は
見
積
も

り
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、

「
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を

旋
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
領
は
、

次
の
と
お
り
で
す
、
、

　
対
象
及
び
有
効
期
間

　
建
設
工
事
⊥
木
・
建
築
・

電
気
・
水
道
〔
管
）
・
舗
装
・
塗

装
・
造
園
・
板
金
な
ど
　
．
平
成

即
年
9
月
1
日
～
平
成
1
2
年
8

月
3
1
H

　
堆
禾
敢
肋
禾
文
託
　
　
…
側
け
里
　
・
筑
賦
酒
粕
・

補
償
・
調
査
・
警
備
・
清
掃
・

運
搬
・
各
種
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な

ど
．
平
成
1
0
年
9
月
ユ
日
～
平

成
1
2
年
8
月
3
1
日

　
物
品
購
入
等
　
印
刷
・
事
務

用
品
・
電
化
製
品
・
記
念
品
・

被
服
・
自
動
車
な
ど
　
平
成
1
0

年
4
月
1
日
～
．
平
成
1
1
年
3
月

31

a
　
建
設
工
事
　
建
設
省
の
統
一

様
式
の
申
請
書
（
日
向
地
区
建

設
業
協
会
君
5
2
1
4
1
3
8
に

あ
り
ま
す
）
と
（
↓
⊥
事
経
歴
書

第
、
営
業
所
一
覧
表
（
3
技
術
者
経

歴
書
④
経
営
事
項
審
査
結
果
通

知
書
⑥
建
設
業
許
可
証
明
書
曾

目
向
市
税
の
｛
元
納
証
明
書
（
法

人
の
場
合
は
、
法
人
と
代
表
者

個
人
の
両
方
）
7
建
設
業
退
職

金
共
済
制
度
加
入
証
書
ま
た
は

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
加

入
証
書
⑧
薪
規
申
請
で
法
人
組

織
の
場
合
は
登
記
薄
肱
本
9
使

用
印
鑑
届
⑩
年
間
委
任
状

※
【
L
丈
8
ほ
写
し
で
可

　
業
務
委
託
　
建
設
省
の
統
一

様
式
の
申
請
書
（
建
設
省
宮
崎

工
事
事
務
所
含
0
9
8
5
1
2
4

i
8
2
2
1
に
あ
り
ま
す
）
と

争
測
量
寺
実
績
調
書
7
1
．
．
経
営
規

模
等
総
括
表
③
技
術
者
経
歴
書

【
4
営
業
所
一
覧
表
⑤
各
業
種
の

許
可
証
⑥
日
向
市
税
の
完
納
証

明
書
（
法
人
の
場
合
は
、
法
人

と
代
表
者
個
人
の
両
方
）
⑦
新

規
申
請
で
法
人
組
織
の
場
合
は

登
記
簿
謄
本
3
使
用
印
鑑
届
⑨

年
間
委
任
状

※
（
↓
～
（
マ
は
写
し
で
可

．
物
品
購
入
等
　
日
向
市
が
指

定
す
る
様
式
の
申
請
書
（
市
契

約
管
理
課
に
あ
り
ま
す
｝
と
予

輩
向
市
税
完
納
証
明
書
（
法
人

の
場
合
は
、
法
人
と
代
表
者
個

人
の
両
方
）
②
新
規
申
請
で
法

人
組
織
の
場
合
は
登
記
庫
謄
本

｛31

齡
N
間
委
任
状

※
上
と
（
身
は
写
し
で
も
可

　
受
付
は
、
2
月
2
日
目
ら
2

月
2
7
日
ま
で
（
ヒ
・
日
曜
目
及

び
祝
祭
日
を
除
く
）
の
、
午
前

9
時
か
ら
1
1
時
ま
で
と
午
後
1

時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で
で
す
。

郵
送
の
場
合
は
、
2
7
H
の
竿
燈

4
時
の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま

す
。　

詳
し
く
は
、
市
契
約
管
理
課

（
燈
5
4
1
5
7
6
ユ
）
へ
。

友
好
都
市
・
灘
坊
市
へ

行
き
ま
ぜ
ん
か

　
世
界
的
に
有
名
な
灘
坊
市
の

「
た
こ
あ
げ
大
会
　
が
、
今
年

も
開
か
れ
ま
す
．
、
あ
な
た
も
参

加
し
て
、
灘
坊
市
民
と
友
好
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
、

　
．
旅
行
日
程
　
4
月
1
7
日
（
金
）

～
2
3
日
（
木
）
の
7
H
間
．
一
た
こ

あ
げ
大
会
観
覧
の
ほ
か
、
北
京
、

上
海
の
観
光
も
予
定

　
．
募
集
人
員
　
日
向
市
民
1
5
人

（
学
生
を
除
く
1
8
歳
以
上
の
方
〉

　
旅
行
経
費
　
約
1
9
万
3
0
0

0
円
〔
た
だ
し
、
中
国
の
事
情

で
若
干
の
変
更
あ
り
）

2月の献血El程

Gi、i厚EI．‘》OD　s、、E　LH・－i・：

　　　　　　　献広1は心の贈りもの

　
募
集
期
間

～
2
0
H
（
金
）

※
た
だ
し
、

2日月／日向高校
27日金1　メディキ．ノト日向工場

　　　　和　田　病　院

10：00～16：00

10：00～12：00

13；30～15：00

2
月
9
日
（
月
）

　
　
　
　
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す

　
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
日
向

市
・
灘
坊
市
レ
父
団
団
促
進
協
議
ム
耳

事
務
局
　
市
総
務
課
（
含
内
線

2
2
2
9
こ

」
　
．
∫

証
明
か
不
要
に
な
り
ま
し
た

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船

員
保
険
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
誕
生
月
に
現

況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
こ
の
現
況

届
に
は
、
市
長
の
証
明
が
必
要

で
し
た
が
、
今
年
の
1
月
か
ら

は
そ
の
証
明
が
不
要
に
な
り
ま

し
た
．
、

　
今
後
は
、
受
給
者
本
人
が
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
押
印
の
う

｝ヨ・一；一（ノ．幻メ歪≒再さ交

モ　〕1入口よ商「丁月比ヒ

人身．事故　死　　亡　　負傷．者　　物損事故

23件 0人　　27人　147件

（一斗一11）　（±0）　（一ト13）　（一9）

一止まって確認、無事故に挑戦一

え
切
手
を
は
っ
て
そ
の
ま
ま
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
．
、
や
む
を
得

ず
代
理
の
方
が
己
入
さ
れ
る
場

合
は
、
代
理
人
署
名
欄
に
も
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　
ま
た
、
加
給
年
金
額
対
象
と

な
っ
て
い
る
配
偶
者
や
．
r
が
い

る
と
き
は
、
氏
名
・
生
年
月
H

を
あ
わ
せ
て
記
思
し
て
く
だ
さ

い
．　

な
お
、
厚
生
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
が
6
5
歳
に
な
っ
た
と

き
に
提
出
す
る
現
況
届
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
市
長
の
証
明
が

必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
．
．

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
年
金
係

（
麿
内
線
2
ユ
3
7
）
へ
，
．

冨
．
　
．

理
解
し
や
す
い
日
本
語
の

話
し
方
を
学
び
ま
す

市
と
助
宮
崎
県
国
際
交
流
協

紹

　　P一

一

’

す
｝
2
0 70へ

⑰市は「身元調査お断り運動」を推進していま

レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス費52－2000・

会
は
、
国
際
交
流
に
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
に
、
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
次
の
要

領
で
開
講
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
日
本
語
会
話
に
不

慣
れ
な
外
国
人
に
対
し
て
の
理

解
し
や
す
い
日
本
語
の
話
し
方

を
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
学
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
．
．
あ
わ
せ
て
、
外
国
人
の
日

本
語
学
習
方
法
や
、
そ
の
学
習

を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
初

歩
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
で

き
ま
す
．
．

　
日
時
　
2
月
8
日
（
日
）
竿

前
9
時
～
午
後
5
時

　
会
場
　
市
中
央
公
民
館
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室

　
定
員
　
4
0
人

　
参
加
資
格
　
高
校
生
以
上

　
受
講
料
　
5
0
0
円

　
．
申
込
’
問
い
合
わ
せ
．
市
総

務
課
（
君
内
線
2
2
2
2
）

．
．
タ
ρ
「

勘
還
暦
を
迎
え
た
方
を

．
お
祝
い
し
ま
す

　
市
は
、
次
の
要
領
で
「
還
暦

式
」
を
行
い
ま
す
．
．

．
．
日
時
3
月
8
日
（
日
）
午

前
9
時
3
0
分
受
付
・
1
0
時
開
会

．
／
会
場
．
市
中
央
公
民
館

．
．
内
容
．
．
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
、
式
典
、
講
演
（
講
師

　
落
語
家
・
桂
歌
春
）

．
対
象
　
昭
和
1
2
年
4
月
2
日

～
昭
和
1
3
年
4
月
1
口
生
の
方

　
申
込
方
法
　
1
2
月
2
6
日
現
在

で
住
民
冊
示
の
あ
る
方
に
は
、
は

が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
。
登
録

さ
れ
て
い
な
い
方
で
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
2
月
6
日
ま

で
に
「
郵
便
は
が
き
」
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
を
記
田
の
う

え
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
．
申
込
・
問
い
合
わ
せ
　
市
社

会
教
育
課
（
δ
内
線
2
4
2
3
）

轍
　
　
　
．
．
一
＋

騒
早
期
治
療
が
一
番
大
切
て
す

　
つ
つ
が
虫
病
は
、
病
原
体
を

保
有
し
た
ツ
ツ
ガ
ム
シ
幼
虫
に

刺
さ
れ
て
発
病
す
る
病
気
で

す
．
、
毎
年
、
9
月
か
ら
4
月
に

か
け
て
多
発
し
て
い
て
、
今
年

も
流
行
し
そ
う
で
す
。

　
典
型
的
な
つ
つ
が
虫
病
の
症

状
と
し
て
は
、
通
常
2
～
3
週

間
高
熱
が
続
い
た
り
、
リ
ン
パ

節
が
は
れ
た
り
し
ま
す
。

　
予
防
と
し
て
は
、
山
林
や
草

地
な
ど
に
症
ち
入
る
と
き
は
、

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

長
袖
や
長
ズ
ボ
ン
の
衣
服
を
着

用
し
た
り
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

を
塗
っ
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
つ
つ

が
虫
病
と
疑
わ
れ
た
と
き
に
は

す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る

こ
と
で
す
。

　
つ
つ
が
虫
病
の
治
療
に
は
、

有
効
な
薬
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　
　
・
．
郵
蒙
ア

一
己
水
道
工
事
を
行
う
た
め
の

阪
申
請
で
す

爪
旧

　
水
道
法
の
改
正
に
伴
う
口
向

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
指
定
申
請
を
次
の
口
程
で
受

け
付
け
ま
す
。
こ
の
指
定
は
、

従
来
の
水
道
工
事
指
定
店
に
変

わ
る
も
の
で
、
こ
の
指
定
を
受

け
ず
に
水
道
工
事
を
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
、
市
水
道
課
に
あ

り
ま
す
。

．
、
受
付
期
間
　
2
月
2
日
（
月
）

か
ら
2
7
日
（
金
）
ま
で
（
午
前
8

時
3
0
分
～
午
後
5
時
）

「
受
付
場
所
　
市
水
道
課

　
詳
し
く
は
、
市
水
道
課
維
持

係
へ
。新

し
い
趣
味
が

き
っ
と
見
つ
か
る

　
中
央
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
1
年

間
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る

場
で
あ
る
］
平
成
9
年
度
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
タ
・
中
央
公
民
館

ま
つ
り
し
が
、
2
月
1
3
日
（
金
）

か
ら
1
5
日
（
日
）
ま
で
市
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
す
。

　
ま
つ
り
で
は
、
書
道
や
絵
画
、

生
け
花
、
懐
旧
ロ
な
ど
各
グ

ル
ー
プ
の
発
表
や
展
示
の
ほ

か
、
料
理
教
室
や
手
芸
、
木
工

な
ど
の
体
験
講
座
も
あ
り
ま
す
。

愛
磐

寿
社
会
福
祉
協
議
会
扱
分

　
　
1
2
月
3
1
日
現
在

是増　川　甲　山　山　松　倉林小

�{野斐野田二本 池
故

ヤ弥　　内　　ケ
仁　ス　惣　う　開　健　サ　清　シ

ｪ工期　さ幸司　∫・信　イ
重
雄

人

治

初誠 P欝罷三聾 喪
主

伊堀笹地大往横永庄吉 地
．・ �@　王還浜 野

勢　方　中　蔵谷　西　市　江手　川 区

　
今
年
は
、
あ
な
た
も
中
央
公

民
館
ま
つ
り
で
新
し
い
趣
味
を

見
つ
け
て
み
て
は
ど
う
で
す

か
．
．
※
体
験
講
座
で
は
、
材
料

費
や
参
加
料
の
必
要
な
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
．
ま
た
、
1
5

目
は
、
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

森松松西東中黒児中金子福黒榎松
迫陽葉森　山木玉森井田田木本田
　　　　　　ツシ　　　　チ
邦昭花　敏　ルズ朝保友ヨ義房英
人雄恵勝雄喬ノエ夫春ri∫ノ子子俊

和勝通繁昭照IE　光工博　征俊厚
　　　　　　　巖　イ　隆
L治明三文光・　了一∫㌦久　男・f
門八本新新中向美往梶宮春比塩延
川　　生　堀江　還　崎　　　岡
町坂宮町町町町砂東木市原良川市

　　2月の相談日程

◇交通事故相談

　　と　き■2月19日（木）

　　　　　　10：30－14　：30

　　ところ■中央公民館

◇人権・行政相談

　　と　き■2月10日（火）

　　　　　10：00～15：00

　　ところ■中央公民館

＾法律相談（要予約）

　　と　き■2月12口（木）

　　ところ■社会福祉協議会
　　申込先■倉52－2572

ン年金巡回相談

　　と　き■2月10日（火）

　　　　　10：00～15：00

　　ところ■青少年ホーム

拶
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昨
年
1
1
月
の
あ
る
日
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
さ
ん

た
ち
の
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
私
た

ち
健
康
増
進
係
も
ー
チ
ー
ム
出
場
し
ま
し
た
。

　
見
か
け
は
、
な
か
な
か
ヒ
手
そ
う
だ
と
前
評
判
は

よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
ふ
だ
ん
の
運
動
不
足
の
た
め

か
、
ボ
ー
ル
を
拾
っ
て
い
る
時
間
よ
り
も
、
自
分
た

ち
の
珍
プ
レ
ー
に
お
な
か
を
抱
え
て
笑
っ
て
い
る
時

間
の
方
が
長
い
と
い
う
楽
し
い
（
？
）
試
合
と
な
り

ま
し
た
．
．

　
し
か
も
、
試
合
後
の
整
理
体
操
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）

を
怠
っ
た
た
め
、
翌
日
は
足
腰
を
い
た
が
る
職
員
が

続
出
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内
が
、
湿
布
の
匂
い
で

充
満
し
て
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
．
、

　
今
年
は
、
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
W
杯
サ
ッ
カ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
る
の
で
、
大
変
楽
し
み
で
す
ね
．
、
見

る
ス
ポ
ー
ツ
も
い
い
で
す
が
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
毎
日
少
し
ず
つ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
し
た
り
、
体

を
動
か
し
た
り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
　
《
酒
井
》

1＼一イ！

保健婦です

醜

δ
乳幼児健診

　3カ月児健診（第2・第4金曜日）

口　時◇2月13日、27日

対　象◇平成9年11月生まれ

　7カ月児健診（毎月1回）

日　時◇2月20日　（金）

対　象◇平成9年7月生まれ

　1歳児健康相談（毎月1回）

日　時◇2月17日（火）

対　象◇平成9年1月生まれ

　1歳6カ月児健診（毎月1回）

日　時◇2月12日（木）

対　象◇平成8年7月生まれ

　3歳児健診（毎月1回）

日　時◇2月6日（金）

対　象◇平成6年7月生まれ

※受付時間は、3カ月児　午後1

時～1時30分、7カ月児・1歳6

カ月児　午後1時～2時、1歳児

　午前9時30分～10時です。

　母子健康手帳を忘れずに、市民
健康管理センター　（容内線2181・

2182）まで．
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木
口
翔
置
く
ん
（
南
画
）

渡辺病院（産婦・泌尿費57101D　四生堂

医院（内・閣外・麻君538910）　吉田医院
1日

（内・小児・循環費544401）武富医院（皮

實525522）

千代田病院（内・神内・放・外・整外・胃

腸・皮・麻酔・リハビリテーション盤52
8日

7111）柳田医院（産婦倉522950）　瀧井病

院（内・精神8522409＞

二木医院（産婦・外・胃腸・即日544468）

協和病院（精神・神経實542806）　小島医
11日

院（内・消化・外・内外・皮・泌尿863

1212）　　　　　　　　　　　’．

鮫島医院（整外倉528191）吉森医院（内・
15口

胃腸君524046）永田医院（産婦君523388）

古賀内科胃腸科（内・胃腸君528】18）　長

田医院（耳鼻・咽喉君520266）　大久保医
22日

院（外・胃腸君525338）　白石病院（内・

放・呼吸君631365）

※当番医が変ることがあります。テレホンサービス（a53－1214）で確認を。

嘗
瀦
歩
奨
ち
ゃ
ん
（
葡
町
）

児
玉
祐
輔
く
ん
（
長
江
団
地
）
　
嵐
倉
美
濃
ち
ゃ
ん
（
吉
野
川
）

’

　
　
　
〆

δ

緻
伊
噌

ゆ

卜
．
・
私
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渇

へ
盒

．
幽
　
〆

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
．
．

　
さ
て
、
今
月
号
の
表
紙
の
写

真
は
い
か
が
で
し
た
か
．
、
残
人
，
心

な
が
ら
．
兀
旦
の
日
の
出
で
は
な

く
、
1
月
9
日
の
早
朝
で
す
．
、

　
竿
前
7
時
前
、
口
向
岬
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
に
行
く
と
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し

て
い
る
人
が
ち
ら
ほ
ら
．
．
中
に

は
、
民
謡
の
練
習
の
た
め
に
数

人
で
大
き
な
声
を
出
し
て
い
る

人
も
い
ま
す
．
．
皆
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
既
に

歩
み
始
め
て
い
ま
し
た
。
広
報

も
よ
り
よ
い
紙
面
づ
く
り
に
向

け
て
ス
タ
ー
ト
で
す
．
、
　
《
Y
》

後編

記集

ひψフか

日向市の人ロと世帯
　　　　　（平成10年1月1日現在）

人口　59，124人（十15）

　男　　28，012人（十3）

　女31，112人（十12）

世帯数　　21，223世帯（十20）

転入139人転出142人

出生51人死亡33人
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